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防
災
に
つ
い
て
、
研
修
会
な
ど
を
通
じ
て
次
の

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

①

新
し
い
高
台
防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
よ

り
、
さ
く
ら
会
館
（
高
台
集
会
所
）
も
、
裏
山

が
崩
れ
る
恐
れ
の
あ
る
特
別
警
戒
区
域
に
指

定
さ
れ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
今
後
避
難

所
や
災
害
本
部
な
ど
を
設
置
す
る
と
き
考
慮

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

②

高
台
の
西
に
は
芦
原
池
な
ど
の
４
つ
の
農

業
用
た
め
池
が
あ
り
ま
す
。
今
ま
で
大
雨
で
た

め
池
が
決
壊
し
た
時
は
高
台
の
か
な
り
の
部

分
に
土
砂
が
押
し
寄
せ
る
と
考
え
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
説
明
に
よ
る
と
た
め
池
は
本
来
上

流
か
ら
の
水
が
集
ま
る
谷
に
作
ら
れ
る
た
め
、

た
め
池
の
有
無
に
拘
わ
ら
ず
こ
こ
に
雨
水
が

集
中
す
る
と
の
こ
と
で
す
。
こ
の
こ
と
を
前
提

と
し
て
、
避
難
な
ど
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
い
ま
す
。

③

こ
れ
ま
で
土
石
流
な
ど
の
警
報
が
出
た
時
、

四
中
や
西
乙
に
避
難
す
る
こ
と
を
考
え
て
い

ま
し
た
が
、
場
合
に
よ
っ
て
は
「
垂
直
避
難
」

す
な
わ
ち
土
石
流
の
く
る
反
対
側
の
自
宅
の

２
階
に
避
難
す
る
こ
と
も
必
要
と
の
こ
と
で

す
。↗

長
岡
京
市
に
は
５
７
の
自
治
会
が
あ
り
、

そ
の
自
治
会
か
ら
推
薦
さ
れ
た
人
が
市

の
各
種
団
体
の
委
員
と
な
っ
て
い
ま
す
。

年
度
初
め
に
各
団
体
の
総
会
が
開
か
れ

ま
し
た
。

◉

「
自
治
会
長
会
」
…
…
自
治
会
相
互
の
親
睦

を
図
り
、
市
制
推
進
に
協
力
す
る
た
め
の
組
織

で
、
新
年
度
の
計
画
な
ど
が
決
ま
り
ま
し
た
。

◉

「
廃
棄
物
減
量
委
員
会
」
…
…
長
岡
京
市
は

分
別
ご
み
回
収
が
進
ん
で
い
る
地
域
で
す
が
、

そ
れ
で
も
出
さ
れ
る
通
常
ゴ
ミ
に
含
ま
れ
る

資
源
ゴ
ミ
の
量
は
３
０
％
に
も
な
り
ま
す
。
そ

こ
で
来
年
度
初
に
は
ゴ
ミ
袋
を
半
透
明
の
も

の
に
変
更
し
て
、
ゴ
ミ
減
量
と
資
源
ゴ
ミ
分
別

を
さ
ら
に
進
め
る
計
画
で
す
。

④

こ
れ
ま
で
自
治
体
は
避
難
勧
告
や
避
難
指

示
な
ど
直
感
で
は
分
か
り
に
く
い
名
称
の
警

戒
情
報
を
出
し
て
い
ま
し
た
。
今
後
は
「
警
戒

レ
ベ
ル
５
」
か
ら
レ
ベ
ル
１
ま
で
の
５
段
階
の

危
険
度
（
数
が
大
き
い
ほ
ど
危
険
）
で
示
す
と

の
こ
と
で
す
。
高
台
自
主
防
災
会
で
は
、
こ
の

警
戒
レ
ベ
ル
ご
と
に
、
高
台
で
起
こ
る
と
考
え

ら
れ
る
災
害
の
、
大
地
震
、
豪
雨
、
台
風
、
土

石
流
別
の
行
動
指
針
を
、
メ
ー
ル
や
電
話
や
呼

び
か
け
な
ど
で
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

そ
し
て
こ
の
ベ
ー
ス
に
な
る
の
が
、
今
お
願
い

し
て
い
る
防
災
ア
ン
ケ
ー
ト
で
す
。
未
提
出
の

方
は
至
急
お
願
い
し
ま
す
。

⑤

近
い
将
来
８
０
％
の
確
率
で
起
こ
る
と
さ

れ
る
東
海
沖
・
和
歌
山
沖
・
土
佐
沖
の
３
か
所

を
震
源
と
す
る
南
海
ト
ラ
フ
大
地
震
に
つ
い

て
、
こ
れ
ま
で
ど
ん
な
デ
ー
タ
を
使
っ
て
も
予

知
（
い
つ
起
こ
る
か
）
す
る
こ
と
は
不
可
能
と

さ
れ
、
大
地
震
発
生
予
報
は
出
さ
な
い
と
さ
れ

て
き
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
最
近
「
ス
ロ
ー
ス
リ

ッ
プ
地
震
」（
ゆ
っ
く
り
す
べ
る
地
震
）
が
大

地
震
の
前
触
れ
の
地
震
と
の
理
論
が
出
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
ス
ロ
ー
ス
リ
ッ
プ
地
震↗

◉

「
防
犯
委
員
会
・
少
年
補
導
委
員
会
」
…
…

今
年
も
青
パ
ト
（
青
色
回
転
灯
を
つ
け
た
車
）

で
の
防
犯
巡
回
、
長
岡
天
満
宮
の
祭
礼
や
ガ
ラ

シ
ャ
祭
り
で
の
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
を
続
け
て

い
き
ま
す
。
今
般
防
犯
カ
メ
ラ
２
台
が
高
台
地

区
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

◉

「
社
会
体
育
振
興
会
（
社
体
振
）」
…
…
今
年

も
長
五
小
夏
ま
つ
り
や
、
昨
年
は
参
加
で
き
な

か
っ
た
市
主
催
の
市
民
大
運
動
会
な
ど
に
子

供
会
の
協
力
も
得
て
注
力
し
て
い
き
ま
す
。

◉

「
民
生
児
童
委
員
」
…
…
長
岡
京
市
に
は
、

民
生
児
童
委
員
（
民
生
委
員
と
児
童
委
員
）
が

１
４
２
名
お
り
、
高
台
地
区
に
も
２
名
の
委
員

が
い
ま
す
。
今
年
度
の
事
業
方
針
と
し
て
、
要

支
援
者
の
把
握
と
支
援
、
高
齢
者
福
祉
の
推
進
、

子
ど
も
の
健
全
育
成
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

の
発
生
位
置
が
、
南
海
ト
ラ

フ
大
地
震
の
震
源
に
近
づ
い

て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。
も

し
こ
の
理
論
に
従
っ
て
地
震

予
報
（
例
え
ば
「
４
日
以
内

に
京
都
で
震
度
６
強
の
地
震

が
３
０
％
の
確
率
で
起
こ

る
」）
が
出
さ
れ
た
場
合
、

ど
う
対
処
す
る
か
を
考
え

て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
実
際
に

南
海
ト
ラ
フ
大
地
震
が
起
こ
っ
た
場
合
の
対

応
も
事
前
に
考
え
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

常
任
委
員
と
防
災
委
員
が
中
心
と
な
っ
て
高

台
自
主
防
災
会
設
立
の
準
備
を
進
め
て
い
ま

す
。
今
年
度
改
訂
さ
れ
た
防
災
会
規
約
に
従
っ

て
総
会
を
７
月
６
日
（
土
）
１
９
時
か
ら
さ
く

ら
会
館
で
開
催
し
ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
防
災
・
減
災
は
こ

れ
か
ら
ま
す
ま
す
重
要
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

「
高
台
夏
ま
つ
り
」
は
、
高

台
自
治
会
最
大
の
恒
例
行
事

で
、
今
年
は
８
月
１
７
日

（
土
）
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

今
年
か
ら
自
治
会
青
年
部

が
中
心
と
な
っ
て
実
施
し
、

今
準
備
が
進
ん
で
い
ま
す
。

四
中
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
に
よ
る

演
奏
、
生
ビ
ー
ル
、
か
き
氷
、
助
六
す
し
、
フ

ラ
ン
ク
フ
ル
ト
な
ど
の
模
擬
店
、
盆
踊
り
、
さ

く
ら
会
館
で
の
お
地
蔵
さ
ん

な
ど
が
あ
り
ま

す
。
福
引
券
、
敬
老
お
楽
し
み
券
、
幼
児
・
中

学
生
券
な
ど
も
配
布
し
ま
す
。

夏
ま
つ
り
当
日
は
、
中
天
に
満
月
も
か
か
っ
て

い
ま
す
。
清
ら
か
な
月
影
の
下
と
渋
柿
色
の
電

燈
の
下
で
の
夏
ま
つ
り
を
、
ご
予
定
く
だ
さ
い
。

５
月
２
６
日
春
の
公
園
除
草
と
、
ご
み
ゼ

ロ
運
動
を
行
い
ま
し
た
。
天
気
も
よ
く
６

か
所
の
公
園
で
９
５
名
（
２
号
公
園
；
隣

接
す
る
平
井
か
ら
の
人
を
含
む
２
２
人
、

３
号
公
園
と
緑
地
；
２
２
人
、
４
号
グ
ラ

ウ
ン
ド
；
２
８
名
、
６

号
緑
地
を
含
む
５
号
公
園
；

２
３
人
）
の
多
く
の
皆
さ
ん

の
参
加
を
い
た
だ
き
、
ご
み

ゼ
ロ
袋
と
黄
色
い
袋
合
わ
せ

て
１
５
１
袋
を
出
し
ま
し
た
。

長
五
小
校
区
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
主
催
「
長
五

小
校
区
夏
ま
つ
り
２
０
１
９
」
が
、
７
月
２
７

日
（
土
）
長
五
小
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま

す
。
各
種
屋
台
売
店
・
太
鼓
演
舞
・
ビ
ン
ゴ
ゲ

ー
ム
・
盆
踊
り
・
花
火
大
会
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

詳
細
は
７
月
１
日
に
市
の
広
報
と
一
緒
に
配

布
さ
れ
る

「
長
五
小
地

域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ニ
ュ
ー

ス
」
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

な
お
こ
こ
に

は
竹
林
再
生
の
た
め
の
「
た
け
の
こ
会
員
」
募

集
の
案
内
も
あ
り
ま
す
。

自
治
会
会
費
は
、
高
台
自
治
会
員
３
３
１

世
帯
の
う
ち
、
休
会
中
の
方
、
途
中
入
会

時
受
取
、
年
間
支
払
い
な
ど
の
分
を
加
減

し
た
全
員
分
合
計
５
９
０
，
４
０
０
円
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

日
本
赤
十
字
社
活
動
資
金
募
集
（
募
金
）

に
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。
日
赤
広
報
や

募
金
袋
を
配
布
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
賛

同
い
た
だ
け
る
方
は
、
６
月
末
日
ま
で
に

各
ブ
ロ
ッ
ク
委
員
に
お
渡
し
く
だ
さ
い
。

令和元年6月号

No 423

発行責任者

三原重徳

総合窓口

954-7496

会員331世帯

全  374世帯

６
月
度
さ
く
ら
会
館
清
掃
を
、
３
Ｂ
と
４
Ｂ

の
１
２
名
で
行
い
ま
し
た
。
さ
く
ら
会
館
清

掃
の
次
回
は
７
月
１
３
日
（
土

役
員
会
の

日
）
１
０
時
か
ら
で
、
当
番
は
５
Ｂ
と
６
Ｂ
、

リ
ー
ダ
ー
は
後
藤
さ
ん
で
す
。
５
月
度
の
さ

く
ら
会
館
の
部
屋
利
用
は
１
５
回
で
し
た
。

６月2４日
（月）9 時から12 時まで、パソ
コン相談室をさくら会館で行い
ます。各自テーマで、出入り自由

「紫陽花の

八重咲くごとく

やつ代にを

いませ我が背子

見つつ偲はむ」

橘諸兄

第６０回「ふれあいサロン

（映画会）」は、６月２４日

(月)１３時３０分からです。

今回はルネ・クレマン監督、

アラン・ドロン主演「太陽が

いっぱい」です。

イタリア地中海の明るい太陽

の下で、主人公が完全犯罪を

目論むというサスペンス映画

です。そのショッキングな大

団円は、見ものです。哀愁を

帯びた優雅な主題歌も大ヒッ

トしました。

なお“太陽がいっぱい”とは

真実を明らかにするとの意の

ようです。

映画鑑賞後、酒

類などを酌み交

わし歓談、親交

を深めます。女

性の方もどうぞ

防
災
お
知
ら
せ
メ
ー
ル

「
長
岡
京
市
防
災
情
報
お
知
ら
せ
メ
ー
ル
」

は
、
各
自
の
ケ
イ
タ
イ
（
ガ
ラ
ケ
イ
や
ス
マ

ー
ト
ホ
ー
ン
）
に
、
市
か
ら
防
災
情
報
を
配

信
す
る
も
の
で
す
。
大
雨
警
報
な
ど
の
気

象
、
避
難
所
開
設
な
ど
の
避
難
、
土
砂
災
害

警
戒
、
大
地
震
災
害
、
大
規

模
テ
ロ
な
ど
の
情
報
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

既
に
設
定
さ
れ
て
い
る
方
は

こ
れ
ら
情
報
が
届
い
て
い
る
と
思
い
ま
す

が
、
ま
だ
の
方
は
登
録
が
必
要
で
す
。
ケ
イ

タ
イ
を
購
入
さ
れ
た
店
で
設
定
し
て
も
ら

う
、
長
岡
京
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
る
な

ど
し
て
設
定
く
だ
さ
い
。

な
お
高
台
自
治
会
で
も
設
定
の
講
習
会
を

開
催
予
定
で
す
。

上
か
ら
２
号
・
３
号
・
４
号
・

５
号
公
園
で
の
清
掃

高
台
５
号
公
園
は
、
高
台
さ
く
ら
ク
ラ
ブ

（
み
ど
り
の
サ
ポ
ー
タ
）
の
皆
さ
ん
に
よ

り
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ガ
ー
デ
ン
風
に
整
備

さ
れ
、
四
季
折
々
に
季
節
の
草
花
が
咲
き

乱
れ
て
い
ま
す
。

初
夏
の
今
は
、
紫
陽

花
、
薔
薇
、
百
合
、

サ
ル
ビ
ア
な
ど
が
見

ご
ろ
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
地
中
海
原

産
の
珍
し
い
ア
カ
ン
サ
ス
・
モ
リ
ス
（
和

名

葉
薊

写
真
）
が
、
華
麗
な
花
を
広
げ

て
い
ま
す
。
ベ
ン
チ
も
あ
り
ま
す
の
で
一

度
ゆ
っ
く
り
と
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

今
月
の
会
員
動
向
は
あ
り
ま
せ
ん

昨年の高台夏まつり


